
―
住
工
共
生
の
た
め
の

行
政
責
任
に
つ
い
て
―

問

本
来
、「
住
」
と
「
工
」
の

ニ
ー
ズ
が
対
立
関
係
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
害
の
抑
制
や
工
場

建
設
時
の
指
導
、
設
備
整
備
に

係
る
資
金
助
成
や
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
、
環
境
部
、
建
設
局
、

経
済
部
、
健
康
部
が
連
携
し
て

問
題
を
解
決
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

正
に
行
政
の
総
合
力
が
問
わ
れ

る
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
し

か
し
、
現
在
Ｇ
地
区
に
お
い
て

用
途
違
反
の
工
場
操
業
が
八
年

も
続
い
て
お
り
、
工
場
側
の
回

答
待
ち
と
の
理
由
か
ら
何
ら
の

行
政
指
導
も
行
え
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。
こ
の
様
な
個
々
の

問
題
を
丁
寧
に
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
住
工
共
生
は
実
現
で

き
な
い
と
考
え
る
が
当
局
の
見

解
は
ど
う
か
。

理
事

指
摘
の
事
例
に
つ
い
て

不
十
分
な
対
応
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
、
今
後
、
適
切
に
対

応
す
る
。
ま
た
、
住
工
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

関
係
部
局
の
連
携
を
密
に
と
る
。

―
高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

に
つ
い
て
―

問

布
施
北
高
校
が
実
践
し
て

い
る
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
よ

う
な
「
社
会
力
」
や
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
を
育
成
す

る
勤
労
経
験
は
教
育
上
重
要
な

も
の
と
考
え
る
。
日
新
高
校
で

は
原
則
ア
ル
バ
イ
ト
は
禁
止
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
無
届
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
生
徒
が

い
る
の
で
は
な
い
か
。
無
届
の

場
合
は
ブ
ラ
ッ
ク
な
働
か
さ
れ

方
を
し
て
も
相
談
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
泣
き
寝
入
り
の
可
能

性
も
高
い
。
こ
の
様
な
点
を
踏

ま
え
、
本
市
と
し
て
も
丁
寧
な

指
導
と
実
態
調
査
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
更
に
、
本

来
法
的
に
は
高
校
生
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
つ
い
て
親
権
者
に
許
可

権
限
と
責
任
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長

日
新
高
校
で

は
学
校
の
裁
量
の
範
囲
で
、
学

業
や
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
専
念
を

目
的
と
し
て
、
原
則
ア
ル
バ
イ

ト
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、

無
届
で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

実
情
を
把
握
し
た
う
え
で
授
業

等
で
労
働
問
題
に
つ
い
て
注
意

喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
職
場

体
験
等
の
中
で
も
就
労
制
度
を

理
解
す
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
。

―
市
立
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
―

問

総
合
病
院
は
、
平
成
二
十

八
年
十
月
一
日
に
独
立
行
政
法

人
化
し
、
市
立
東
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー

ト
を
し
た
。
ま
ず
、
地
方
独
立

行
政
法
人
化
し
た
病
院
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
市
長
も

医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
期
目
標
に

お
い
て
、
四
年
半
の
期
間
で
達

成
す
べ
き
業
務
と
し
て
指
示
を

し
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
業
務
運
営
の
改

善
と
効
率
化
、
財
務
内
容
の
改

善
と
い
っ
た
大
変
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

真
に
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
病
院
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
し
い
理
事
長
、
院
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
心
臓
血
管
外
科
の
新
設
や

呼
吸
器
内
科
の
一
部
外
来
が
開

始
さ
れ
、
今
後
は
精
神
科
の
再

開
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
高
度
な
急
性
期
医
療
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
に

繋
が
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
病

院
を
目
指
す
の
か
、
病
院
の
設

立
者
で
あ
る
市
長
の
見
解
を
問

う
。

市
長

中
期
計
画
の
実
現
に
向

け
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

市
民
の
生
命
を
守
る
地
域
の
中

核
病
院
と
な
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

―
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
―

問

中
学
校
給
食
の
導
入
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会
は
早
期
実

施
の
た
め
、
安
易
な
デ
リ
バ
リ

ー
選
択
制
で
の
給
食
導
入
を
前

提
と
し
、
平
成
二
十
九
年
度
中

に
一
部
の
中
学
校
で
先
行
導
入

を
目
指
す
内
容
の
説
明
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
昨
年
こ
れ
を
変

更
し
、
完
全
給
食
、
全
員
喫
食

に
向
け
て
給
食
を
進
め
て
い
く

方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
そ
こ

で
中
学
校
給
食
の
導
入
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
答
え
よ
。

理
事

平
成
三
十
一
年
度
に
池

島
中
学
校
、
縄
手
南
中
学
校
の

二
校
で
、
中
学
校
給
食
を
導
入

し
、
平
成
三
十
二
年
度
に
七
校
、

平
成
三
十
三
年
度
と
三
十
四
年

度
に
そ
れ
ぞ
れ
八
校
ず
つ
給
食

を
導
入
し
、
全
市
立
中
学
校
二

十
五
校
で
中
学
校
給
食
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

―
本
市
の
転
出
超
過
問
題

に
つ
い
て
―

問

平
成
二
十
八
年
の
人
口
移

動
報
告
で
、
転
出
超
過
の
全
市

町
村
中
、
本
市
が
北
九
州
市
、

長
崎
市
、
熊
本
市
に
次
い
で
四

番
目
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
転
出
超
過
の
問
題
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
、
一
層
本
市
の
人
口
減

少
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
り
、

深
刻
な
人
口
減
少
を
招
く
事
態

に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
転
出

超
過
が
全
市
町
村
の
中
で
四
番

目
に
多
い
事
実
に
つ
い
て
、
本

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
分
析
を

し
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
加
え
て
、
こ
の

転
出
超
過
の
問
題
に
対
し
て
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市
長

大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
市
に
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
庁
内
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
。

―
本
市
の
特
区
民
泊

に
つ
い
て
―

問

特
区
民
泊
と
は
、
政
府
が

指
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域

内
で
、
各
自
治
体
の
条
例
を
も

と
に
行
わ
れ
る
、
旅
館
業
法
の

特
例
制
度
を
活
用
し
た
民
泊
の

こ
と
で
あ
る
。
大
阪
府
下
で
は
、

現
時
点
で
、
本
市
、
他
四
市
が

特
区
民
泊
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
本
市
は
、
旅
館
業
法
の

特
例
制
度
を
活
用
し
た
特
区
民

泊
を
推
進
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
。
そ
の
場
合
、
市
街
化

区
域
の
う
ち
ホ
テ
ル
、
旅
館
の

建
築
が
可
能
な
地
域
の
み
の
狭

域
参
加
な
の
か
、
ま
た
は
、
市

街
化
区
域
の
う
ち
工
業
専
用
地

域
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
の
み

の
広
域
参
加
な
の
か
。
あ
る
い

は
、
特
区
民
泊
に
関
す
る
条
例

は
定
め
ず
、
別
の
方
法
を
考
え

て
い
る
の
か
。
加
え
て
、
い
つ

頃
ま
で
に
市
と
し
て
の
判
断
を

下
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、

答
え
よ
。

経
営
企
画
部
長

さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
が
あ
る
中
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
討
を
進
め
、

市
域
に
お
け
る
宿
泊
事
業
の
適

正
な
運
営
と
、
観
光
客
の
来
訪

や
滞
在
の
促
進
が
図
れ
る
よ
う
、

本
年
夏
ご
ろ
ま
で
に
方
向
性
と

結
論
を
見
出
し
て
い
く
。
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と
連
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を
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よ
!

真

に

市

民

か

ら

信

頼

さ

れ

、

必

要

と

さ

れ

る

中

核

病

院

に

!

転

出

超

過

問

題

に

対

し

て

、

早

急

に

対

策

を

講

ぜ

よ

!

（６）第１９５号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２９年５月１５日


